
 

一般発表スケジュール 
 
会場 会議室C 会議室D 会議室E 
テーマ 高専高校･海外事例･企業連携 理論研究 実践報告 

10:00 
| 

10:25 

菊池秋夫 
八戸高専自主探究学習における自己
表現力向上の可能性 
 
 

柾木史子 
グローバルプロフェッショナルへの
成長過程：TEA 分析と文化的自己
観による検討 
 

寅丸真澄 
短期日本語プログラムにおける留学
生と日本人学生の意識の変容：ビジ
ネス日本語クラスにおける交流を通
して 

10:30 
| 

10:55 

楠本信治・川﨑由花・グレイディ 
クレア・大山守雄・生駒勝信 
グローバル人材育成・学校現場のグローバ
ル化推進のためのスクールリーダー養成循
環型研修プログラムの開発：実践報告 

池田佳子・エルヴィタ ウィアシー 
Extra-curricular（正課外活動）から 
Co-curricular（正課併行・連動型活
動）へ：海外大学の事例から学び、生
かせるグローバル人材育成教育実践 

松田高広 
海外インターンシップでの成長を可
視化する：大学生向け行動特性検
査・Student EQ を活用して 
 

11:00 
| 

11:25 

天木勇樹 
大学生が考えるグローバル人材像に
関する日米比較 
 
 

川﨑由花・グレイディ クレア 
学校現場でのグローバル人材育成に
関する資質・能力についての考察 
 
 

河合理英子 
海外研修プログラムの現状と問題点 
 
 
 

11:30 
| 

11:55 

大膳司・佐々木宏 
企業の求めるグローバル人材とその
能力：企業組織の属性による相違 
 
 

 Clare Grady 
International Relations through Foreign 
Language Study 
 
 

13:00 
| 

13:25 

大六野耕作 
オランダにおける Project Based 
Learning の展開：学生のキャリアパ
スを意識した教育戦略と教授法 
 

Elena Tsygalnitsky & Sei Matsushita 
On changeability of motivation and 
demotivation for foreign language 
acquisition during one year abroad 
program 

齋藤智恵・下井俊典・田中千絵・下井あゆみ 
医療福祉系総合大学におけるグロー
バル人材教育の取り組み：グローバ
ル多職種間教育の実践と展望 
 

13:30 
| 

13:55 

奥山則和 
桐蔭学園：グローバル教育の充実に
向けた実践報告 
 
 

中野遼子 
ネットワークのハブによる留学生交
流支援に関する考察：在独日本人交
換留学生の事例分析から 
 

佐々木有紀・中谷清続・古川拓磨 
グローバル人材育成プログラムはど
のように人を育てたか：ケース・ス
タディに基づく福岡大学 G.A.P. プ
ログラムの検証 

14:00 
| 

14:25 

久木田純 
グローバル人材・国連職員のコンピ
テンシー 
 
 

熊井知美・近藤佐知彦 
学習がはかどる留学生宿舎としての
ホームステイの機能分析 
 
 

Shawn Andersson & Maho Nakahashi 
Efforts Towards Improving English 
Output Skills: Opening our Language 
Support Desk 
 

14:45 
| 

15:10 

赤塚祐哉 
国際バカロレア（ IB）「Language 
B」の教育手法に関する分析：国内
の英語教育との比較から 
 

三上貴教 
国会審議のなかの英語教育：グロー
バル人材重視の諸相 
 
 

藤田糸子 
研究を他者に語る：論理的コミュニ
ケーション能力向上教育の試み 
 
 

15:15 
| 

15:40 

永田浩一・白井義人・田中清 
理工系学生を対象とした海外イン
ターンシップの教育効果と進路選択
への影響：海外キャンパスの機能検
証 

奥山和子 
海外留学における変容意識のプロセ
ス：M-GTA 分析を使って 
 
 

ソーラ・サイモン 
大学1年生から始めるグローバル人
材育成：マレーシア短期語学研修 
 
 

15:45 
| 

16:10 

番田清美 
インドネシアにおける大学生のキャ
リア発達をめぐる教育事情 
 
 

本田直也・近藤佐知彦・早川楽 
留学 eポートフォリオシステム
「exPortfolio」の運用と今後の課題
に対する展望 
 

クマーラ アーナンダ 
グローバル人材育成への挑戦：名城
大学の新学部の取り組みを中心に 
 
 

 


